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　　　　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）

熱源（黒い円）による強制に伴う安定な下層大気の流れ．Hoskin　and　Karoly（1981）による

Yasunari（1986）の模式図をアジア地域に適用．（a）：非断熱限界（Diabatic　Limit）が多く出

現する夏．（インドモンスーンの多雨年）

黒い部分は東アジアにおける多雨域．矢印は500mb面までの下層大気の模式的な流れ．
（b）：水平移流限界（Advective　limit）が多く出現する夏．（インドモンスーンの少雨年）．
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時に発達するブ・ッキング高気圧（Tanaka，1983：Yasu－

nari，1986）であるが，小雨年には中休みが長いので，

平均図でも出現している（Tanaka，1982）．したがって

アジアモンスーン降水による熱源の年々の変動による大

気の非線形な応答によって，モンスーンとユーラシア大

陸上の大気循環が深く結びついていると考えられる．
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火山噴火予知研究シンポジウム（第2回）開催のお知らせ

1。日時：昭和63年1月25日（月）9：00～17：30

2・場所：日本学術会議講堂（東京都港区六本木7－

　　　　22－34）

3・内　容：「火山活動の監視・観測」，r最近の噴火か

　　　　ら何を学んだか」，「予知手法の開発と間題

　　　　点」，「基礎研究の展望」等に関し，あらかじ

1987年11月

　　　　め依頼した講演発表を行います．一般からの

　　　　講演公募は致しません．

4．連絡先：㊥113東京都文京区弥生1－1－1

　　　　　　　　東京大学地震研究所　井田喜明

　　　　　　　　　　　　　（03－812－2111内線5765）
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